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② 下水道ビジョン（素案）について

1

（２） 【下水道事業】

・前編

・本編

資料５

・資料編



〜前編〜
下水道とは P.(3)〜
安城市下水道 P.(7)〜
下水道のこれから P.(13)〜

〜本編〜
本編目次 P.(17)〜
第１章 P.(19)〜
第２章 P.(24)〜
第３章 P.(35)〜

〜資料編〜
アンケート結果 P.(46)〜
管理指標⼀覧 P.(53)〜
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下水道
より面白くする︕

最初に知っていただきたい

下水道の３つのこと
・・

はじめに



下水道がなかったら、
こんなになっちゃうの︕︖
下水道がなかったら、
こんなになっちゃうの︕︖

下水道ビジョンP3-4

下水道ビジョンP5-6
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安城市の中継ポンプ場は地下１０
ｍから汚水をくみ上げてるのよ
安城市の中継ポンプ場は地下１０
ｍから汚水をくみ上げてるのよ

ビフォー アフター

下水道とは 下水道（汚水）の仕組み

下水道とは 下水道の役割



安城市下水道 下水道の概要
 生活環境の向上

 水質の改善

下水道ビジョンP7-10 下水道ビジョンP11-12

福釜東部
農業集落排水

⽮作川流域

境川流域

衣浦東部流域

アンケートへの
ご協⼒ありがとう
アンケートへの
ご協⼒ありがとう

油が淵の水質状況
昭和59年 全国【ワースト２位】
令和３年 全国【ワースト21位】

油が淵の水質状況
昭和59年 全国【ワースト２位】
令和３年 全国【ワースト21位】
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安城市下水道 下水道の効果



下水道ビジョンP13-14

みんなでつくろう
未来につなぐ 水の環下水道

基本理念

３つの基本方針
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課題と方向性

安定して持続する下水道サービスの提供

安全で強靭な下水道の構築

安心できるきれいで快適な暮らしの創造
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各種計画との関連下計画の進め方 下水道ビジョンP15

 各種計画との相関図



 計画期間 令和6（2024）年度から令和13（2031）年度までの8年間

下水道ビジョンP16
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本編
３つの基本方針

第１章
１－１ 下水道の未普及対策１－１ 下水道の未普及対策

１－２ 下水道への接続推進１－２ 下水道への接続推進

第２章
２－４ ⺠間事業者との連携の検討２－４ ⺠間事業者との連携の検討

２－３ 業務継続計画（BCP)
の運用訓練の実施

２－３ 業務継続計画（BCP)
の運用訓練の実施

２－１ 下水道管路施設の⽼朽化対策２－１ 下水道管路施設の⽼朽化対策

２－５ 新技術導入２－５ 新技術導入

２－２ 下水道施設の耐震化対策２－２ 下水道施設の耐震化対策

第３章

３－１ 広域化・共同化の推進３－１ 広域化・共同化の推進

３－４ 独自財源の確保３－４ 独自財源の確保

３－５ 健全な下水道経営３－５ 健全な下水道経営

３－３ 広報・広聴活動の推進３－３ 広報・広聴活動の推進

３－２ 人材育成の強化・確保３－２ 人材育成の強化・確保

施策
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下水道ビジョンP17-18



下水道ビジョン本編のレイアウト
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施策１－１ 下水道の未普及対策 下水道ビジョンP20-21
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施策１－２ 下水道への接続推進

本編 第１章

下水道ビジョンP22-23

補助金制度等の情報発信

戸別訪問

下水道への接続促進

下水道の計画的な整備取 組

取組３

取組２

取組１

目標指標

目標指標

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

接続率 93.1% 100.0%

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

下水道処理人口普及率 83.2% 87.4%

下水道整備進捗率 93.0% 100.0%



施策2－１ 下水道管路施設の⽼朽化対策 下水道ビジョンP25-26

下水道ビジョンP
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本編 第２章

計画的な修繕・改築

計画的な点検・調査

取組２

取組１

目標指標

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

点検数 ０箇所 11,000箇所

調査延⻑ 41.1km 64.0km

修繕・改築延⻑ 0.0km 5.0km

ピーク時は約4,000ｍも
耐用年数をむかえる

工事業者からの通報で穴が開いていることが判明



施策2－２ 下水道施設の耐震化対策 下水道ビジョンP27-28
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本編 第２章

下水道施設の耐震化

マンホールトイレの整備

取組１

取組２

目標指標

訓練の計画的な実施取 組

目標指標 各種災害対応訓練を年３回以上実施

施策2－３ 業務継続計画（ＢＣＰ）の運用訓練の実施
下水道ビジョンP29-30

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

耐震化済みの管渠延⻑ 875m 971m

マンホールトイレ整備数 41避難所 50避難所



施策２－４ ⺠間事業者との連携 下水道ビジョンP31-32
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本編 第２章

包括的民間委託の調査・研究

ウォーターＰＰＰの導入検討取組１

取組２

目標指標 ウォーターPPPを令和８年度までに導入できるよう検討

包括的⺠間委託の調査・研究を実施

施策２－５ 新技術導入 下水道ビジョンP33-34

目標指標 先進技術の導入の検討

最新の耐震工法、耐震資材の導入

汚水処理施設等の強靭化

先進技術の導入検討取組１

取組２

ウォーターＰＰＰ
とは、水道、下水
道、工業用水道な
ど水分野の公共施
設を対象とし、公
⺠連携で⻑期的に
管理と更新を一体
的にマネジメント
する手段のことを
言うんですよ。



下水道ビジョンP36-37
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本編 第３章

取組２

取組１ 農業集落排水の公共下水道への統合

他自治体との事務の共同化

目標指標

施策３－１ 広域化・共同化の推進

農業集落排水を令和８年度に公共下水道へ統合

排水設備工事の各種申請のオンライン化を令和７年度に導入

不明水調査を令和８年度に開始
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下水道ビジョンP38-39

本編 第３章

取組１

取組２

研修会への参加及び勉強会の開催

他市町との情報共有及び収集

目標指標 外部研修や視察等で得た知識を基にした課内研修会等
の年３回以上の実施

取組３

取組２

取組１ 出前講座、イベントの活用

公式ウェブサイト等の活用

マンホールカードの活用

目標指標 毎年、市内小学校での出前講座の実施

イベント参加などの５回以上の実施

下水道ビジョンP40-41

施策３－２ 人材の育成・確保

施策３－３ 広報・広聴活動の推進C
h
e
c
k
︕

ASFをご存知ですか︖

ＡＳＦとは、Anjo
Suido/Sewer Future 
の略で、上下水道部
の若⼿職員を中⼼に
構成された、上下水
道事業の広報活動を
⾏うプロジェクト
チームです。

就業体験の活用取組２
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本編 第３章
下水道ビジョンP42-43

取 組

取組２

取組１ マンホール蓋への民間広告の掲載

マンホール蓋の販売

適正な下水道使用料の検討

目標指標

目標指標

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

⺠間広告掲載の
マンホール数 0個 40個

マンホール蓋販売数 0個 20個

指標 現状(令和5年度末) 目標(令和13年度末)

経費回収率 63.7％ 100％以上

施策３－４ 独自財源の確保

施策３－５ 健全な下水道経営

下水道使用料改定イメージ

下水道ビジョンP44-45



資料編
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下水道ビジョンP53-54管理指標一覧アンケート結果 下水道ビジョンP47-51

アンケート調査の概要
１．調査対象 下水道を使用されているご家庭の中から、

無作為に2,000世帯を抽出
２．調査方式 紙方式またはＷＥＢ方式
３．調査時期 令和４年８月
４．回収状況 有効回答数 825件（41.3％）



今後のスケジュール（予定）
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日程 内容
本日 第１回審議会 素案の説明
R6. 7月 第２回審議会 修正内容の説明
R6.10月 第３回審議会 修正内容の説明
R6.11月 パブリックコメント意見募集
R7. 1月 第５回審議会 パブコメ結果説明、答申
R7 .2月頃 施行


